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テモテへの手紙二
テモテへの手紙二は、拘束されたパウロからの最後の命令として自らを示し、苦難の下にある

人々のつながりの中で、忍耐、忠実な教え、互いへの配慮を促します。

解釈にもとづく再構成。この絵は手紙が提示する物語上の状況を描きます。正確な部屋や年代が、別の証拠で確かめられていると主張するものではありません。

年代 · 確度：推定される
紀元64～67年頃
使徒言行録は二度目のローマでの収監を語らず、拘禁の正確な場所と時期は独立した証
拠によって確定されていません。

場所 · 確度：推定される
手紙の物語上の状況はパウロをローマで拘束されている者として示します。それを

西暦64～67年ごろの最後の拘禁とする年代づけは、パウロ自身による著作と使徒
言行録後の順序に依存します。

使徒言行録は二度目のローマでの収監を語らず、拘禁の正確な場所と時期は独立した証
拠によって確定されていません。

前後の出来事

1 紀元60～62年頃 フィリピの信徒への手紙は、投獄が福音の前進につながったこ
とを描き、キリストをたたえる賛歌を含む。監禁都市は議論されている。
· 推定される

2 紀元62～64年頃 テモテへの手紙一とテトスへの手紙をパウロの直接の書簡と読
む伝統的な見方では、両書の状況は使徒言行録後の働き――テモテがエフェソ
に、テトスがクレタ島におり、ニコポリスで越冬する計画――を示唆する。使徒
言行録は釈放も旅程も語らず、ニコポリスは執筆地として示されていない。
· 推定される

3 紀元62～64年頃 テモテへの手紙一はテモテをエフェソに置くが、パウロによる
直接の著作と、提案される使徒言行録後の旅程は議論されている。
· 推定される

4 紀元62～64年頃 テトスへの手紙はテトスをクレタ島に置き、長老を任命するよ
う求めるが、パウロによる直接の著作と、提案される使徒言行録後の旅程は議
論されている。
· 推定される

5 紀元64～67年頃 テモテへの手紙二は、ローマと結び付けられ、犯罪者のように
つながれた囚われの語り手を描く。パウロによる直接の著作と、使徒言行録後
の最後の投獄という再構成は議論されている。
· 推定される

6 紀元64～67年頃 議論のあるテモテへの手紙二を伝統的に読むと、囚われの語り
手はテモテに来るよう求め、戦いを戦い抜き、走るべき道のりを終え、信仰を
守ったと語る。
· 不確かな点

7 紀元64～67年頃 後代の伝承では、パウロは皇帝ネロの治世下で殉教したとされ
る。聖書には記されていない。
· 不確かな点
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本文で確かめられる — 推定される — 不確かな点

本文から確かめられること

本文で確かめられる
テモテへの手紙二は、拘束されたパウロからの最後の命令

として自らを示し、苦難の下にある人々のつながりの中
で、忍耐、忠実な教え、互いへの配慮を促します。

直接の受取人はテモテであり、教え続けパウロのもとへ来

るべき信頼された共同労働者として呼びかけられます。

主な再構成
手紙の物語上の状況はパウロをローマで拘束されている者

として示します。それを西暦64～67年ごろの最後の拘禁と
する年代づけは、パウロ自身による著作と使徒言行録後の

順序に依存します。

使徒言行録は二度目のローマでの収監を語らず、拘禁の正確な場所と時

期は独立した証拠によって確定されていません。

考えうる別の読み方
多くの研究者はテモテへの手紙二を後代の牧会書簡と考え

ますが、その個人的な内容にはパウロに関する実在の記憶
や断片が残ると見る人もいます。

10分で紹介するための流れ
1. テモテへの手紙二は、拘束されたパウロからの最後の命令として自らを示し、苦難の下にある人々のつな
がりの中で、忍耐、忠実な教え、互いへの配慮を促します。

2. 伝統的な順序はテモテへの手紙一とテトスへの手紙に提案される使徒言行録後の状況の後、パウロの死に
ついての後の伝承の前に置きます。

3. 手紙の物語上の状況はパウロをローマで拘束されている者として示します。それを西暦64～67年ごろの最
後の拘禁とする年代づけは、パウロ自身による著作と使徒言行録後の順序に依存します。

4. 多くの研究者はテモテへの手紙二を後代の牧会書簡と考えますが、その個人的な内容にはパウロに関する
実在の記憶や断片が残ると見る人もいます。

話し合いのための問い
なぜこの手紙は書かれたのですか。

確かなことは何で、どこで慎重な読み方が分かれますか。
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